
1 は じ め に
発電所設備の高温配管等においては，従来から金属組織

の解析による非破壊的な寿命評価等の設備診断が行われて
いるが，評価精度がやや低いことが指摘されている．また，
設備から標準の大型試験片を直接採取し，強度評価試験を
行う破壊的な評価は，評価精度は高いものの，設備への影
響（溶接補修，取替え等）が大きいことおよびコストが掛か
ることから現実的には困難であった．さらに，従来の切削加
工で機械的に削り取る装置では，採取形状が限られること，
また，硬い材料などについては，切削が困難な場合があり，
適用範囲が限られていた．
本装置は，放電加工用電極と試片を掬い取る（サンプリ

ングする）対象設備との間で放電を行わせることにより表面
からサンプリングする装置である．設備等の現場で，表面を
サンプリングする可搬型の放電加工装置として他に類のない
装置であり，従来の切削加工が困難であった硬い材料などに
ついても，放電が可能であれば問題なく適用できるため，発
電設備に限らず様々な分野でも活用が期待できる．

2 放電サンプリング装置の概要
装置の構成
図 1は，本装置の外観を示したものである．電極を駆動

させる本体，配管等に固定する取付架台（図 1a），放電条件
および電極の駆動を制御する制御盤（図 1b），放電部を冷却
するための加工液循環ループ（図 1c）の 4つのパーツで構成
させた．すべてのパーツはボイラマンホールに搬入できるよ
うにコンパクト化されており，適用場所および設置場所を選
ばない大きさである．
本体のサイズは，73W × 80H × 212.5Lでありコンパクトな

形状で，重量は約 1.4kgである．構造は，ステッピングモー
タを装備し，その先端に放電電極（図 1d）を取付けた．
放電電極のフレームは，回転方向に直角な一定の幅を持

つ形状である．また，サンプリングする試片の底部形状を制

御するために回転部には図 2に示すならい機構を装備して
いる．このならい機構により図 3のような薄い試料の採取が
可能である．

放電加工の所要時間
微小サンプル採取に要する放電加工時間を工場内で計測

した結果，ステンレス材，炭素鋼材ともに顕著な差は認めら
れず，3～ 4h/箇所の放電時間で採取が可能である（図 4）．

3 む す び
本装置の主な特徴は，下記の通りである．

• 可搬式のため，現地での試料採取が可能．
• 表面部位に限定したすき取りにより本体への影響を低減．
• 実機形状に合わせた位置での採取が可能．
• 採取する試料の加工変形および熱変形を抑制．
• 試料採取コストの低減が可能．
本装置を用い設備部材から採取したサンプルを直接的に

評価できることから，当該設備の余寿命評価等の設備診断
が実施可能であり，設備の信頼性の確保および修繕費の節
減（効果的な設備取替え時期の判定，寿命延伸）に貢献す
るものと考える．
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